
　

私
は
卒
業
後
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
の
生
活
相
談
員
と
し

て
介
護
現
場
を
経
験
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
株
式
会
社
ツ
ク
イ

（
以
下
ツ
ク
イ
）
に
入
社
し
今

年
六
月
二
六
日
、
代
表
取
締
役

社
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
ツ
ク

イ
は
現
在
、
全
国
で
五
百
を
超

え
る
事
業
所
を
展
開
し
、
在
宅

介
護
・
有
料
老
人
ホ
ー
ム
・
人

材
開
発
（
紹
介
・
育
成
）
の
三

つ
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
介
護

の
会
社
で
す
。

　

思
い
起
こ
せ
ば
、
私
は
最
後

の
原
宿
校
研
究
科
の
卒
業
生
に

な
り
ま
す
。
当
時
の
先
生
方
や

仲
間
と
過
ご
し
た
一
年
間
は
、

現
在
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
実
践
者

で
あ
る
自
分
の
礎
を
築
い
て
く

れ
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
が
始
ま
る
前
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
市
町
村
か

ら
の
委
託
事
業
（
二
四
時
間

介
護
、
訪
問
入
浴
）
で
し
た
。

目
標
は
お
客
様
か
ら
市
長
宛

に
「
感
謝
の
手
紙
が
届
く
よ

う
な
サ
ー
ビ
ス
」
で
し
た
。
私

達
が
提
供
す
る
介
護
サ
ー
ビ

ス
で
お
客
様
が
満
足
す
る
と
、

口
コ
ミ
で
次
の
お
客
様
を
呼

ん
で
下
さ
る
。
そ
し
て
別
の

市
町
村
か
ら
も
委
託
契
約
を

頂
き
、
持
続
的
な
成
長
を
続

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
続
け
て

き
て
、
感
じ
る
こ
と
は
「
介
護

は
究
極
の
サ
ー
ビ
ス
業
で
あ

る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
サ
ー

ビ
ス
業
は
ど
れ
だ
け
顧
客
満

足
度
を
高
め
る
か
？
が
大
切

で
す
。
し
か
し
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
規
定
通
り
に
提
供
す
る

だ
け
で
は
、
ご
満
足
い
た
だ

け
ま
せ
ん
。
私
達
は
お
客
様

や
ご
家
族
の
声
に
常
に
耳
を

傾
け
、
知
識
と
感
性
を
磨
く

こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。

　

お
客
様
の
満
足
度
を
示
す
客

観
的
な
指
標
と
し
て
、
サ
ー
ビ

ス
産
業
生
産
性
協
議
会
が
毎
年

一
回
調
査
す
る
、
Ｊ
Ｃ
Ｓ
Ｉ

（
日
本
版
顧
客
満
足
度
指
数
）

に
て
ツ
ク
イ
は
介
護
サ
ー
ビ
ス

業
界
二
年
連
続
第
一
位
に
評
価

さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
顧
客
満

足
度
を
高
め
て
い
く
こ
と
を
目

標
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

き
ま
す
。

　

介
護
業
界
に
従
事
し
て
、

二
三
年
の
月
日
が
経
過
し
ま

し
た
。
今
後
は
介
護
に
つ
い
て
、

科
学
的
な
視
点
を
持
ち
分
析

し
、
情
報
を
常
に
オ
ー
プ
ン
に

す
る
姿
勢
で
、
常
に
進
化
し
続

け
る
企
業
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。
「
長
生
き
は
美
徳
」
だ
と

思
え
る
よ
う
な
社
会
を
目
指

し
て
―
。
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卒業後もずっと社大の一員として
日本社会事業大学では、卒業生の方 と々の
充実したネットワークを築いています。本学同
窓会は、戦前の社会事業研究生、日本社会
事業学校研究科・専修科・専門学校、短期
大学、学部の卒業生、そして大学院の修了
生の全員で組織されており、同窓会や大学の
歩み、会員の活動などの情報を発信してます。

http://www.harajukukai.jp

電　　話　042-496-3053
振替口座　00100-9-42448

〒204-8555
東京都清瀬市竹丘3-1-30

介
護
は
究
極
の
サ
ー
ビ
ス
業

津
久
井
　
宏

●１９６５年神奈川県横浜市生まれ。
１９89年日本社会事業大学研究科卒業。
同年４月に社会福祉法人ひまわり福祉会の特別養護老人ホームで介護現場を経
験。その後１９89年株式会社ツクイに入社。福祉事業部営業部長、常務、専務、
副社長を経験し、２０１２年６月２６日に代表取締役社長に就任。株式会社ツクイは
現在全国５００カ所以上で介護サービスを展開し、従業員１４,０００人を超える。２０
１２年3月には東証一部に上場。

● 

介
護
は
究
極
の

　
　
　
　
　
　

サ
ー
ビ
ス
業

● 

Ｊ
Ｃ
Ｓ
Ｉ　

　
　
　
　

二
年
連
続
第
一
位

津久井 宏 さん　プロフィール 　　
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早
い
も
の
で
社
大
を
卒
業

し
五
年
が
経
ち
ま
し
た
。
社

会
人
に
な
っ
て
か
ら
も
有
り

難
い
こ
と
に
社
大
に
は
何
か

と
赴
く
機
会
が
多
く
、
母
校

と
の
繋
が
り
を
感
じ
な
が
ら

過
ご
し
て
き
た
気
が
し
ま
す
。

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
社
大

で
過
ご
し
た
四
年
間
は
私
に

と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
出

会
い
が
多
く
、
そ
の
出
会
い

や
社
大
で
の
学
び
が
な
か
っ

た
ら
今
の
私
が
無
か
っ
た
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
在
学
中
は
、
一
年
次
の
後

期
の
授
業
で
出
会
っ
た
寺
谷

隆
子
先
生
に
憧
れ
て
精
神
保

健
福
祉
士
課
程
を
希
望
し
、

寺
谷
先
生
の
ゼ
ミ
に
所
属
し

て
い
ま
し
た
。
寺
谷
先
生
か

ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
人

生
の
物
語
を
教
え
て
頂
き
そ

の
経
験
を
強
み
と
し
て
共
に

人
生
の
伴
走
者
と
し
て
歩
ん

で
い
く
と
い
う
、
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
や
ス
ト
レ
ン
グ
ス
を
基

盤
と
し
た
支
援
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。
そ
れ
ら
は
現
在

私
が
精
神
保
健
福
祉
士
と
し

て
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
で

あ
り
ま
す
し
、
こ
れ
か
ら
も

変
わ
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　
卒
業
後
は
、
一
般
企
業
の

人
事
部
門
で
新
卒
や
障
が
い

を
持
つ
方
、
外
国
人
の
方
の

採
用
・
研
修
業
務
を
経
験
し
、

現
在
は
縁
あ
っ
て
千
葉
県
市

川
市
に
あ
る
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

モ
デ
ル
を
取
り
入
れ
て
い
る

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
、

「
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
Ｆ
ｏ
ｒ 

Ｕ

ｓ
」
と
い
う
事
業
所
で
昨
年

十
月
よ
り
働
い
て
い
ま
す
。

　
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
の
特
徴
は

ま
ず
メ
ン
バ
ー
（
利
用
者
）
と

ス
タ
ッ
フ
（
職
員
）
と
の
関
係

が
対
等
で
共
に
運
営
し
て
い

く
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
も

日
々
Ｆ
ｏ
ｒ 

Ｕ
ｓ
の
仲
間
と

喜
び
や
悩
み
を
共
有
し
な
が

ら
、
笑
い
あ
り
涙
あ
り
（
！
）

の
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
最

近
は
午
前
中
ラ
ン
チ
を
作
る

キ
ッ
チ
ン
ユ
ニ
ッ
ト
に
参
加
す

る
こ
と
が
多
く
、
料
理
の
腕

も
日
に
日
に
上
が
っ
て
い
る

気
が
し
ま
す
！
（
野
菜
を
切

る
の
が
早
く
な
っ
た
く
ら
い

で
す
が…

）

　
Ｆ
ｏ
ｒ 

Ｕ
ｓ
で
は
ス
タ
ッ

フ
や
メ
ン
バ
ー
問
わ
ず
同
じ

経
験
を
し
て
、
時
に
は
失
敗

も
し
な
が
ら
前
進
し
て
い
け

る
私
に
と
っ
て
も
大
切
な
場

所
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
寺
谷

先
生
は
じ
め
社
大
で
の
経
験

や
学
び
を
胸
に
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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加藤 奈央子さん
（学部47期生）

同窓会通信 1

同窓会通信 2

【プロフィール】
●秋田県出身／千葉県育ち
●在学中は、学生自治会・
HANDS・フットサル同好会
ZenZenに所属
●趣味／散歩・読書・音楽鑑
賞・猫との生活
●今年の秋には、韓国で行わ
れるアジアクラブハウス会議に
参加予定です。（初海外！）

　
私
が
勤
め
る
ア
フ
タ
ー
ケ

ア
相
談
所
ゆ
ず
り
は
で
は
、

児
童
養
護
施
設
や
養
育
家
庭

等
を
就
労•

就
学
で
自
立
退
所

し
た
方
た
ち
の
相
談
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
社
会
的
養

護
施
設
の
多
く
の
退
所
者
は

虐
待
の
ト
ラ
ウ
マ
を
抱
え
、

親
や
家
族
を
頼
れ
ず
、
低
学

歴
、
と
い
う
幾
重
に
も
重
な

る
ハ
ン
デ
ィ
を
背
負
わ
さ
れ

社
会
に
出
ま
す
。
彼
ら
は
、

失
敗
し
た
り
立
ち
止
ま
っ
た

り
す
る
機
会
を
持
た
さ
れ
ず

生
き
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
施
設
退
所
後
、
自
殺

に
追
い
込
ま
れ
た
り
、
ホ
ー

ム
レ
ス
に
な
っ
た
り
、
犯
罪
に

ま
き
こ
ま
れ
た
り
、
性
産
業

に
身
を
置
く
等
の
状
況
に
な

る
人
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

私
は
親
や
家
族
の
み
が
後
ろ

盾
に
な
る
よ
う
な
社
会
の
仕

組
み
で
は
な
く
、
ど
の
家
庭

に
生
ま
れ
育
っ
て
も
、
そ
の
人

の
一
生
を
社
会
が
見
守
っ
て

く
れ
る
よ
う
な
社
会
と
な
っ

て
ほ
し
い
・
社
会
を
つ
く
り
た

い
と
心
か
ら
思
い
ま
す
。

　
か
つ
て
社
事
大
学
生
時
代
、

私
は
前
代
未
聞
の
落
ち
こ
ぼ

れ
学
生
で
し
た
。
大
学
に
も

多
大
な
迷
惑
を
か
け
た
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
そ
の
当
時
お

世
話
に
な
っ
た
先
生
や
仲
間

た
ち
も
、
私
が
児
童
福
祉
の

仕
事
に
従
事
し
て
い
る
こ
と

に
驚
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思

い
ま
す
。
で
も
社
事
大
に

行
っ
て
い
な
か
っ
た
ら
私
が
こ

の
仕
事
に
就
く
事
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
、
本
当

に
過
酷
な
虐
待
環
境
を
生
き

抜
い
て
き
た
子
ど
も
た
ち
と

の
出
会
い
と
彼
女
・
彼
ら
の

必
死
に
生
き
る
姿
こ
そ
が
私

が
こ
の
仕
事
を
続
け
る
原
動

力
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
社
会
的
養
護
を
と
り
ま
く

シ
ス
テ
ム
や
社
会
か
ら
の
理

解
は
ま
だ
ま
だ
十
分
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
「
子
ど
も
は
社
会
の
大
切

な
宝
物
」
と
い
う
原
点
に

戻
っ
て
、
「
社
会
の
子
ど
も
」

と
い
う
視
点
を
皆
さ
ん
と
も

う
一
度
共
有
出
来
た
ら
嬉
し

い
で
す
。

高橋 亜美さん （旧姓 ： 堀場）
（学部38期生）

同窓会通信 2

【プロフィール】
1997年度社会福祉学部児童福祉学科卒業
2002年より社会福祉法人子供の家が運営する自立援助ホームあすなろ荘で援助
スタッフとして勤務。
2011年同法人が開設したアフターケア相談所ゆずりはの所長に就任。
「子どもの貧困白書」「日向ぼっこと社会的養護」ほか一部執筆。

【アフターケア相談所ゆずりは】
東京都小金井市中町3－10－10－102
電話 042－315－6738
E-mail:acyuzuriha@gmail.com　　http://info.asunaro-yuzuriha.jp/
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佐賀県支部

同窓会佐賀県支部の“いま、明日の福祉を考える講演会”が佐賀県母
子福祉センターで行われ、福祉を学ぶ高校生ら300人が参加しました。
　　　　　　　　               　　　　　　　  佐賀県支部長 藤崎信一

『いま、明日の福祉を考える講演会』開催
9月14日

開催の主旨
今、福祉をめぐる環境、とりわけ超高
齢社会を迎えて、在宅介護・施設介護
をめぐり、「その支え手たる福祉従事
者、福祉の在り方」が問われているの
ではないでしょうか。
そんな思いから「これからの福祉を志
し、学び、支える人たちに求められる
もの」をテーマに考えたいと思います。

シンポジウム
潮谷義子氏（前熊本県知事）
西山はるの氏（ケアハウス大地施設長）
大橋謙策氏（前日本社会事業大学学長）

開催日時・会場
平成24年9月14日（金）
佐賀県母子福祉センター

佐賀新聞



母校の支援と同窓生のネットワークを生かすため、あなたの同窓会への参加をお待ちしています。

昨年までは1学年5名前後の少人数で活動してきましたが、今年は1年
生・編入生合わせて22名が入部してくれました。
1年生から見たさんさんさんのイメージとは何か。
『活動のコンセプトである「まちづくり」や団体名さんさんさん（太陽）
から想像できる、「あたたかい」「明るく元気」などのイメージが多く
挙げられました。他にこれまで参加した活動を通して、色々な年代層と
関わりが持てるため、自分の成長にも繋がる場』という意見も出ました。

一年生の印象

1年生が企画段階から携わる初めての行事が10月に開催される市民ま
つりです。人々が楽しんでいただけるよう、独自の企画を進めています。
今年は2つの催し物を用意しています。どんなものかは、当日のお楽し
みです。

市民まつり

今後の活動について、代表の岩間（3年）は『私達が通う日本社会事業
大学がある「清瀬」というまちでこのような活動を行えることを誇りに
思います。まちの各団体さんのイベントにも参加させていただくなど、
さんさんさんの活動の幅も有り難いことに広がってきました。私の中の
今後の課題として、皆が自分の意見を出し、自分達がやりたいことを積
極的にやっていける団体を目指して頑張っていきたいと思います。』
副代表の戸谷（2年）は、『学生である、自分達が暮らし、日々利用する
「清瀬」というまちに働きかけを行っていくことはとても大きな意味を
持っていると思います。今後も、様々な年代の人にまちについてを、少
しでも考えてもらえるようなきっかけづくりを提案し続けていきたいで
す。』
これからもさんさんさんは「清瀬」で活動を続けていきたいと思います
ので、よろしくお願い致します。

これからのさんさんさんについて

ま
ち
づく

りもがんばる大
学
生

学生有志団体

さんさんさんさんさんさん

さんさんさんメンバーの集合写真。
これで全員ではありませんが・・・
前列右から3番目（真ん中）の黄色のポロシャツを着たのが代表の岩間です

アメブロにも遊びに来てください！
「さんさんさんとゆかいな仲間たち」
http://ameblo.jp/machidukuri333/

私達さんさんさんは日本社会事業大学の学生が中心となっている学
生有志団体です。町の様々な行事（市民まつり、商店街の夏祭り、
町の会議など）への参加を通じ、清瀬に住む、または清瀬に関わる
人々と、清瀬を「いいところだな～」と思える町にしたいと思ってい
ます。さんさんさんは、これを「まちづくり」と呼んでいます。行事に
参加するだけでなく、さんさんさんが主体となって作成している『ミ
ニコミ誌』という地域情報誌も発行しています。

さんさんさんって？

タウン誌に紹介されました～～
(多摩ら・び No.72)

◀ kore ミニコミ誌です
▲ 代表・岩間の名刺デス



　去る平成24年8月9日（木）盛岡市内において岩手県支部同窓
会を開催しました。3.11の東日本大震災以来、初めての開催で
あり、総勢14名で大橋謙策先生を囲みながら和やかなひと時を
過ごしました。また、東日本大震災に係り、大学、全国の同窓生
の皆様からたくさんのご支援をいただき岩手県支部会員一同感
謝の気持ちでいっぱいです。あらためて御礼申し上げます。同
窓会本部からいただきました温かい志は、震災で大きな被害を
受けた宮古市の赤前保育園（園長 小関憲一）にお見舞金として
お届けしましたことをご報告します。
　岩手県支部（支部長　高橋勝彦）は、会員50名ほどで構成さ
れています。年1回は、会員同士が顔をあわせる機会を持ち、交
流が深められるよう会を運営して参ります。
                                                     岩手県支部支部長 高橋勝彦

        岩手県支部

日本社会事業大学岩手県支部同窓会開催報告
　　　　― 大橋謙策先生を囲んで ―

JCSW  ネットワークを広げよう

　7月14日に中野サンプラザ研
修室にて、上記のような研修
会を開催しました。近年児童
虐待の問題は関係者の懸命な
努力にも関わらず拡大する一
方で、被虐待児童の養育の受
け皿としての社会的養護のあ
り方が問われています。そうした中で、今年4月から社会的養護
関係5施設には第三者評価が義務付けられ、同時に保育所保育
指針に当たる各施設の運営指針も策定されました。こうした動
向の中で、その流れを確実なものにしていくため、現場のトップ
の方々から現状と課題についてご報告を頂き、さらに理解を深
めたく企画しました。
　東京は様々な研究機関や大学が集中しており、一同窓会支部
だけでの企画では参加者の集客力や費用の負担面からも無理の
あるため、東京都の第三者評価機関との合同企画とさせていた
だきました。都内には膨大な数の卒業生が存在すると思われま
すが、同窓会の当支部だけではこうした把握は、困難で活動も
難しいものです。過日同窓会の責任ある立場の方(都内居住の
方)からも、活動がないと叱責されました。多くの社大卒業生自
らの活動への参加を呼びかけつつ、今後も他組織との共催やイ
ンターネットを活用した活動など工夫しつつ展開したいと思っ
ています。
　研修会は、児童養護施設職員、第三者評価機関関係者、本校
卒業生等20余名の参加があり、二葉学園統括園長(法人常務理
事)武藤素明氏、誠明学園園長豊岡敬(本校卒業生)氏、横浜いず
み学園園長高田治氏とそれぞれ専門分野の第一人者である講師
の方々と熱い議論が展開されました。
　　　　　　　　　　　　　　      東京都支部長 本山美八郎

　参加人員は9名で、かつて福祉
先進県と言われた滋賀県の精神
風土をあらためて考える試みとし
て、長浜を中心とした湖北地域の
歴史・文化を探訪した。今後は小
さな支部だが幅広い年齢層に対
応した独自の活動を模索し続け
ていきたい。　　　　　　　    滋賀県支部事務局 西村彰一郎

        滋賀県支部
7月15日（日）
第4回目の滋賀県支部会合・懇親会を開催

　初夏の陽光の中、5月19
日（土）京都タワーホテル
において、日社大京都支部
の同窓会が開催されました。
　7名が集まりました。宮津
から来られた元MSWで、今
も地元の福祉に関わってお
られ、しかも85歳になられた小西慶子様を初め、最も若いとこ
ろでは、つい4年前卒業されたばかりの、京都市内の大学院で哲
学を学ぶ對馬果莉様、それから今なお青年そのものの大学同窓
会の伊藤博胤様たちでした。
　間支部長のあいさつに続き、先ほどの所在確認・意向調査の
報告、自己紹介と和やかに進みました。伊藤様からは、各地の
同窓会開催状況等、貴重な報告がありました。
これから先のこともみんなで話し合いました。
　まず、支部長が40年ぶりに交代となり、須山になりました。事
務局長松本恵美子、研究委員坂口扶仁子の体制です。どうかよ
ろしくお願いいたします。
　今後の方向として、
●2年に1回程度の集まりを基本に。
●時には大学から教員等の派遣を受けての集まり。近隣府県と
の合同開催もあり。
●時には、京都での学会開催等に合わせての拡大同窓会の開催
もあり。
などと落ち着きました。
　　　　　　　　　　　　　　　      京都府支部長 須山真行

        京都府支部

　久しぶりの同窓会でした！！

（写真前列左から）小原奈恵 、
楢木英裕、千葉清夫、川尻多
恵子、高橋勝彦支部長、内藤
信一
（写真2列目左から）星拓史、
中村千鶴子、長田くみこ、大橋
先生、熊谷彦人、森本正子、土
屋ひろみ
（写真3列目）右京昌久※立っ
て手を広げている男性

        東京都支部　　公開研修会

「社会的養護のさらなる充実を求めて」

ロンドン
パラリンピック
支援金贈呈式
（8月9日同窓会）

小山恭輔選手（水泳）
秋元妙美選手（ボッチャ）
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◆ 東日本大震災にかかる支部支援を岩手・宮城・福島・茨城の
各支部にそれぞれ20万円。母校在学の被災学生9名に各10万
円の見舞金を給付。（母校の被災学生調査を参考とした）
支部活動支援に91万円（青森・佐賀・熊本）拡大総務委員会に
出席の地方支部（北海道・長野・京都・熊本）に交通費10万5千
円。以上4件を「五味基金」から支出。
◆ 支部活動の拡充にむけ協議をする拡大総委員会を、首都
圏5支部と地方4支部の2回をもった。会報は2回発行し、それぞ
れ住所判明者7800人に直送。各支部に2万円（支部会開催支
部は3万円）を支援。支部会・同期会には、可能な限り同窓会役
員・母校教職員を派遣。全卒業者へ同窓会名入りの証書ホル
ダー贈呈。
◆ 新年度にあたっては、これまでの主要事業を継続するととも
に、支部活動・同期会等の活動基盤とする会員データの把握・
継続管理、名簿作成や会費納入管理、ホームページの活用な
どをどうすすめていくか、会員数の多い首都圏支部や会員数の

少ない、また、若年会員が途切れがちの支部等の課題など、総
務委員会・拡大総務委員会を中心に検討をすすめていく。
◆ 終身会費制発足に伴う会費の「増収」は、会活動の基礎と
なる会員データの拡充・管理について考えたい。
（決算・予算は別図参照）

　総務委員会では、同窓会活動の活性化に向けて、今年度は
①支部活動への支援強化と②情報発信・情報交換の拡充に
取り組んでいます。

①支部活動への支援強化
　社大の同窓生は全国各地で活躍されていますが、最近は卒
業生が首都圏にかなり集中するようになってきました。このため、
首都圏以外の支部で、活動が先細りしないように支援し、社大
の全国ネットワークを維持していきたいと考えています。
そこで、来年度から地方支部のブロック単位で本部と共催の大
会を順次開催することにより、地方にお住まいの同窓生が一堂
に会し、同窓生がつながりをつくるきっかけにしようということで準
備を進めています。
同窓会に多大な貢献をいただくとともに、御遺産を同窓会に寄
付していただいた故・五味百合子先生のご遺志も踏まえながら、
清瀬世代の卒業生にも参加しやすいものにしていきたいと考え
ていますので、開催する場所や大会の内容など、ご希望やご要
望がありましたら、お気軽に校友室までご連絡ください。

②情報発信・情報交換の拡充
　最近の情報を取り巻く環境は著しく進化しており、同窓会とし
てもE-Mailなどに対応した情報発信・情報交換などが可能とな
る環境を作る必要があると考えています。このため、会員名簿の
データベースとホームページによる維持管理を一体化して、名
簿情報を有効に活用していけるように検討を進めています。
　合わせて、前回の名簿作成から10年以上が経過し、名簿情
報の精度がかなり落ちていますので、順次情報の更新をしてい
きたいと考えています。今後、名簿情報の確認・修正の依頼が
届きましたら、ご協力いただきますようお願いいたします。
　　                   同窓会副会長・総務委員長　竹田幹雄

学内学会初日の6月23日（土）開催。11年度の事業・決算報告、
12年度の事業計画・予算が承認された。この主要点を報告したい。幹 事 会 報 告

◆ 2011年度同窓会運営基金（元会館建設基金) 現在高              
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　24,151,411円
◆ 五味基金　　　　　　　　　　　　　　　  22,400,000円

科　　目
前年度繰越金
会費収入
入会金収入
利息収入
雑収入
合　　計

2011年度決算額
1,540,788
6,674,000
858,000

390
6,013

9,079,191

2012年度予算額
3,174,798
4,800,000
846,000

500
1,000

8,822,298

収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：円）

支出の部
2011年度決算額

127,886
135,667
569,260

1,251,160
110,280

1,029,961
408,780

1,365,611
100,000
126,000
92,080
50,400
19,800
285,440
232,068

̶
0

5,904,393

2012年度予算額
200,000
200,000
600,000

1,500,000
0

1,100,000
450,000

1,600,000
100,000
150,000
150,000
100,000
80,000
300,000
300,000

1,700,000
292,298

8,822,298

科　　目
会議費

委員会活動費
人件費
支部強化費
研究推進事業費
機関誌等印刷費
支部出張費等
通信運搬費
学内学会助成金
システム管理費

ホームページ関係諸費
慶弔費

国際交流推進費
卒業記念品費
事務局活動費
基金合計繰出金
予備費
合　　計

【収支差引額】
　9,079,191　ー　5,904,393　＝　3,174,798　
    （収入決算額）　　　（支出決算額）　　（翌年度繰越額）

2011年度 日本社会事業大学同窓会収支計算書
2012年度 日本社会事業大学同窓会予算総務委員会の活動報告

同窓会の就職相談会（6月23日）
福島県 神戸支部長
佐賀県 藤崎支部長

富山県 関本支部長
大阪府 白江支部長
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同窓生の皆様、お元気でしょうか。
今回もホットな母校・同窓会の出来事をお伝えしていきます。

去る５月１日、法人理事会、評議員会選出により新理事長に就任
いたしました。鷲尾前理事長には、本学発展のために御尽力下さ
いましたが、志半ばにして急逝されました。ここに改めて感謝と哀
悼の意を献げます。
　本学の歴史は、幾多の理事長をはじめ教職員、同窓生の叡知
とエネルギーによって発展、維持されてまいりました。このような諸
先輩に比し私は誠に微力です。しかし、自らが学んだ大学への誇
りと愛着、激しく変動し厳しさを増す社会環境の中の福祉単科大
学としての使命、厚生労働省委託の意味を問いつつ理事長とし
て役割を担ってまいりたいと考えています。福祉教育は時代や社

会の要請に応え諸々の課題に取り組める知性と感性と実践力、
高い専門性と広い人間性の培いが求められています。尊厳のあ
る人々の「いのち、健康、暮らし」を守り、自らの生き方を含んで人
権、平等、自己実現できる福祉人材の育成をめざす大学として存
在しなければならないと考えています。福祉教育は国の根幹に関
わるものであるという再認識を深め、今後とも多くの方 の々本大学
にお寄せ下さる御協力とエールを源に本学発展のために、心を
尽くし思いをこめて理事長の役割を担ってまいります。どうぞよろし
くお願い申し上げ、ごあいさつといたします。

　５月１３日、全社協灘尾ホールで「故・高橋重宏先生を偲ぶ
会」が開かれ、３６７人が参列しました。会は、日本社会事業大
学、日本社会福祉教育学校連盟、日本社会福祉学会、日本
ソーシャルワーク学会などが実行委員会を設けて主催しました。
　阿部實学長代行の「お別れの言葉」をはじめ、各方面の同
僚や教え子の想い出話を通じて先生の活躍と人柄・想いが
紹介されました。参加者は、日本社会にソーシャルワークを根
付かせ、子どもの権利が守られる社会にしたいという先生の
遺志を、少しでも継いでゆこうと誓ったのではないでしょうか。

　予想を超える参加者によって生まれた若干の黒字額は、先
生が応援してきた日赤の国際活動のために使ってもらおうと、
後日同社に寄付させて頂きました。
　　　　　　　        「偲ぶ会」実行委員長　佐藤久夫

同  窓  会  通  信

理事長就任のあいさつ　潮谷 義子（学部２期卒）

故・高橋重宏先生を偲ぶ会

●日時／2013年3月9日（土）午後1時30分～7時30分
●場所／日本社会事業大学清瀬キャンパス
プログラム　　 ◆12:30～ 受付開始◆13:30～ 開会のあいさつ
◆13:45～最終講義「日本の障害者福祉（仮）」佐藤久夫先生
◆15:00～休憩◆15:15～シンポジウム「今後の障害者福祉の展望
（仮）」OBOG代表◆16:45～ シンポジウムの総評 佐藤久夫先生
◆17:00～ 閉会のあいさつ◆17:30 ～ 懇親会
問い合せ先　佐藤久夫先生最終講義実行委員会代表 高田明子
Tel ： 090-996-2124/042-496-3074    Email ： takata@sf6.so-net.ne.jp 

●主催／千葉専門ゼミOBOG会本事業実行委員会●日時／
2013年3月9日（土）午後1時～7時30分●場所／日本社会事業大
学清瀬キャンパス●司会者／上野愛実、坂本三奈 （現役4年生）
●実行委員長／浦山 大（2010年度卒）
問い合せ先  千葉研究室パソコン    Email ： chiba@jcsw.ac.jp

佐藤久夫先生最終講義･懇親会のお知らせ

千葉専門ゼミ発足25周年/
千葉教授定年退職記念　福祉フォーラム
―高齢者へのレクリエーションサービス＆グループワークから
ソーシャルウェルビーイングへの接近を議論するー

会場に展示された写真 ▲

社大福祉フォーラム2012社大福祉フォーラム2012

地域生活応援し隊 ▲
（学生研究奨励賞）

▲ 武田睦美氏／吉田勇次郎氏
　　（木田賞）

◀ 卒業後50年・実践と研究報告
    （報告者：石橋須美江氏ほか）

コーディネーター ： 潮谷義子理事長 ▲ 

スナップ
集
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響
で
す
ね
」

と
新
聞
記
者
さ
ん
か
ら
言
わ
れ

ま
す
。「
企
業
就
労
を
目
指
し
て

資
格
を
取
り
た
い
」「
病
気
に
な

り
、学
校
に
行
け
ず
、勉
強
で
き

な
かっ
た
の
で
今
か
ら
取
り
戻
し

た
い
」と
い
う
声
が
集
ま
り
、実

現
さ
せ
た
く
始
め
ま
し
た
。

就
労
支
援
事
業
に
ど
の
よ
う

な
思
い
が
あ
り
ま
す
か

　

主
な
仕
事
は
会
議
録
、講
演

の
テ
ー
プ
起
し
、デ
ー
タ
等
入
力

作
業
、名
刺
や
チ
ラ
シ
な
ど
の
版

下
作
成
印
刷
で
す
。人
に
向
か

う
の
で
は
な
く
パ
ソ
コ
ン
と一対
一

で
の
作
業
で
集
団
行
動
が
比
較

的
少
な
く
、ス
ト
レ
ス
も
少
な
く

仕
事
が
で
き
ま
す
。

　

就
労
に
活
か
せ
る
学
習
機
会

を
設
け
、パ
ソ
コン
教
室
、日
商
簿

記
教
室
を
行
い
、資
格
を
取
得

で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
ま
す
。

現
在
、パ
ソ
コ
ン
の
資
格
取
得
者

が
九
名
、日
商
簿
記
三
級
取
得

者
は
二
名
い
ま
す
。

　

資
格
取
得
し
た
知
識
を
活

か
し
て
パ
ソ
コン
教
室
を
開
催
し

て
い
ま
す
。「
精
神
障
害
者
が
出

前
講
師
」と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、

新
聞
社
も
取
り
上
げ
て
く
だ
さ

り
、堂
々
と
教
え
て
い
る
様
子
の

写
真
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
客
様
は
パ
ソ
コン
を
覚
え
る

こ
と
を
楽
し
み
、説
明
す
る
障

害
者
に
対
し
講
師
と
し
て
敬
い
、

笑
顔
で
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

そ
れ
が
自
信
に
つ
な
が
り
、数
名

で
す
が
就
職
し
て
い
ま
す
。

　

小
規
模
社
会
福
祉
法
人
、Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
に
、県
内
外
の
作
業

所
は
法
人
格
を
取
得
し
ま
す
。

複
式
簿
記
会
計
に
変
え
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、少
人
数
職
員
体
制

で
運
営
し
て
い
る
作
業
所
に
とっ

て
大
き
な
問
題
で
し
た
。助
け

合
お
う
と
簿
記
教
室
を
始
め
た

こ
と
が
き
っ
か
け
に
な
り
、会
計

ソ
フ
ト
販
売
、事
務
代
行
の
仕
事

を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

簿
記
資
格
取
得
に
よって
、自
信

を
つ
け
た
人
、試
験
は
落
ち
た
け

れ
ど
、学
習
し
、「
事
務
代
行
経

験
が
あ
る
と
履
歴
書
に
載
せ
て

就
職
で
き
た
」と
報
告
し
て
く

れ
る
と
私
も
嬉
し
く
な
り
ま
す
。

学
生
時
代
の
思
い
出
は
？　

　

ほ
と
ん
ど
勉
強
せ
ず
に
遊
ん

で
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。卒
論

も
稚
拙
な
文
章
で
、小
松
源
助

先
生
に
呆
れ
ら
れ
て
い
た
と
思

い
ま
す
。優
し
く
ご
指
導
い
た
だ

き
卒
業
さ
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

三
年
生
の
年
に
精
神
科
病
院
に

実
習
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

患
者
さ
ん
に
優
し
く
接
し
て
も

ら
い
、各
々
の
人
生
を
教
え
て
い

た
だ
い
た
こ
と
が
今
の
仕
事
を

す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。

今
後
の
抱
負
は
？

　

開
設
当
初
は
私
一人
か
ら
始

ま
り
、現
在
、常
勤
職
員
五
名
、

非
常
勤
職
員一名
で
す
。パ
ソ
コン

好
き
な
職
員
が
集
ま
り
、仕
事

内
容
も
多
様
に
な
り
ま
し
た
。

二
三
年
度
、パ
ソ
コ
ン
教
室
の
利

用
実
績
は
、年
間
五
四
六
回
延
べ

客
数
千
三
百
六
十
八
人
に
な
り

ま
す
。毎
年
、利
用
客
数
を
増

や
せ
た
ら
嬉
し
い
で
す
。Ｗ
Ｅ
Ｂ

作
成
が
好
き
な
利
用
者
が
集

ま
って
き
ま
し
た
。新
た
な
Ｗ
Ｅ

Ｂ
作
成
の
技
能
を
高
め
て
、お
客

様
と
障
害
者
が
お
互
い
に
喜
び
、

笑
顔
に
な
る
仕
事
を
増
や
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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